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熱田区障害者自立支援連絡協議会だより

ご案内

自立支援連絡協議会に、このたび新しく「地域のみんなで防災を考える部会」が立ち上がりました。

これまでも防災についてさまざまな活動を行ってきましたが、これからはこの部会を中心に、

地域の皆さんと一緒に身近なところからも防災について考えていきます。

　ご報告
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今後開催予定の連絡会やイベント
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・児童連絡会　

 


(若宮特別支援学校見学会 )        9月16日(水)10:00～＠若宮特別支援学校

・ヘルパー連絡会　　　　　　      9月17日(木)10:00～＠区役所等複合庁舎6階ボランティアルーム　　　

・区民まつり実行委員会　　　　   9月18日(金)10:00～＠区役所等複合庁舎4階401会議室　

・医療的ケア児子育てサロン　      9月24日(木)10:00～＠ウィルあいち 会議室１

・医療的ケア児支援者意見交換会　9月29日(火)10:00～＠区役所等複合庁舎4階401会議室

・運営会議　　　                         10月8日(木)10:00～＠区役所等複合庁舎4階401会議室

・児童連絡会　                            10月13日(火)10:00～＠区役所等複合庁舎6階研修室

「地域のみんなで防災を考える部会」始動しました！

その第一歩となったのが、9⽉6⽇（⽇）に旗屋⼩学校で開催された
「熱田区総合防災訓練」への参加です。

当日は、訓練に参加された地域の皆さんにブースへ立ち寄っていただき、

「もし今夜、大地震が起こったら？」をテーマに、対話をしながら⼀緒に考える

ワークショップを行いました。

大きな災害が起こったとき、まずは⾃分⾃身や家族の安全を守ることが⼤切です。

そして、自分たちの安全が確保でき、少し周りを⾒る余裕ができたとき――。
「困っている人がいたら、どうしたらいいだろう？」

「みんなで安全に避難するために、できることは何だろう？」

そんなことを、参加された皆さんと一緒に考えました。

ワークショップの中では、視覚障害のある部会メンバーから、

「普段は盲導犬と歩けるけれど、非常時は誰かの助けがないと動けないんです」と

いう話もありました。すると、他の方から、

「視覚障害の方には、どんなふうに声をかけたらいいんですか？」という質問が。

突然肩を叩かれたり、後ろから声を掛けられると怖いと感じるが、

正面から「何かお手伝いしましょうか？」と話しかけられると安心に感じるなど、

具体的な関わり方について話が広がりました。

また、避難所の狭いスペースでは、落ち着いて過ごすことが難しい人もいます。

そうした場合に利⽤できる「福祉避難スペース」があることや、

障害のある人だけでなく、乳幼児や妊婦さんなども利⽤できることについても、

参加された皆さんと情報を共有しました。

当日は、およそ70名の方がブースに立ち寄ってくださいました。一人ひとりの「そうなんだ」「知らなかった」
「じゃあ、どうしたらいいんだろう」という気づきが、災害への備えにつながっていくのかもしれません。

今回のワークショップで寄せられた地域の皆さんの声や意見も⼤切にしながら、

これからも「地域のみんなで防災を考える部会」の活動を進めていきます。



たねVOICE

ヘルパー連絡会

住まい連絡会 住まい連絡会を開催しました

今年度から、熱田区のヘルパー事業所が集まる「ヘルパー連絡会」がスタートしました。

事業所同士の情報共有や連携を深め、ヘルパーが一人で悩みを抱え込まず、

相談し合える関係作りを目指します。

日々の支援で感じている困りごとや気づきを持ち寄り、情報交換や事例検討を行う中で、

現場の声を丁寧に拾い上げ、地域課題の発見・解決につなげていきます。

ヘルパー事業所の皆さん、ぜひご参加ください。

住まい連絡会では、グループホーム、ショートステイ、宿泊型自立訓練など、

住まいに関わる事業所が集まり、日々の支援や事業所運営について情報交換を行っています。

今回は、感染症対策や虐待防止委員会の運営、食費・光熱費の積算根拠、各種加算に必要な記録など、

事業所運営上の確認事項について意見交換を行いました。

また、Googleフォームを活用したペーパーレス化やAIによる業務効率化など、

ICT活用の事例も共有しています。

次回は、11月9日に事例をもとにした話し合いを予定しています。

【利用者の声】

好きな椅子に座って、タブレットを見る時間が好きです。みんなと一緒に過ごすのも

楽しいけれど、タブレットを見たり、好きなことをしたりする時間も楽しいです。

ベッドメイクをしたり、食器を洗ったり、自分でできることも増えてきました。

自分でできると嬉しいです。これからも、好きなことをしたり、みんなと一緒に過ごしたりしたいです。

「たねVOICE」は熱田区の障害福祉サービス事業所で日々を過ごす利用者さんと

　支援者さんの声を毎月紹介するコーナーです。

小さな声が‘たね’となり、人から人へと届き、地域につながっていくことを願っています。

　【みらせんステイ神宮（短期入所・ショートステイ）】

【スタッフの声】

好きなことを話しているとき、みんなとてもいい顔をしています。

音楽やゲーム、食べ物など、好きなものは人それぞれ。

「これが好き！」と話している姿を見ると、その人らしさが伝わってきて、

こちらも嬉しくなります。

私自身は音楽が好きで、ライブに行くことが楽しみのひとつです。

そんな話をしていると、カラオケが好きな利用者さんから

「この曲知ってる？」と声をかけてもらったり、「次は何を見に行くの？」と

聞かれたりすることがあります。

お互いの「好き」をきっかけに会話が広がっていくことが嬉しいです。

これからも、一人ひとりの「好き」を大切にしていきたいです。

熱田区障害者⾃立支援連絡協議会

事務局：熱田区役所福祉課   熱⽥保健センター

　   熱⽥区社会福祉協議会 熱⽥区障害者基幹相談支援センター

発行⽇：毎⽉15⽇

　ヘルパー連絡会が始まりました！

あつたいむずのバックナンバーはこちら→

名古屋市総合リハビリテーション事業団・

熱田区障害者基幹相談支援センターの

ホームページで公開中です！
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